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１．経緯と目的

　本稿は、吉田貴富「対話的ギャラリートーク型鑑賞指導の教材に関する考察―『MITE! 

ティーチャーズキット１』を用いた実践から―」（大学美術教育学会誌第40号、2008年）、

「対話的ギャラリートーク型鑑賞指導の教材に関する考察【２】―『MITE! ティーチャー

ズキット２』を用いた実践から―」（同誌第41号、2009年）「対話的ギャラリートーク型

鑑賞指導の教材に関する考察【３】―『MITE! ティーチャーズキット３』を用いた実践か

ら―」（山口大学教育学部附属教育実践総合センター研究紀要第30号、2010年）の継続研

究である。

　対話型ギャラリートークを学校現場に応用する際にしばしば疑問や悩みとして上がるの

が作品選定の問題である。そこに登場したのが『MITE! ティーチャーズキット』であった１）。

このキットは、具体的なマニュアルやシミュレーション事例と作品の図版が掲載された冊

子、それにパソコンによる投影を前提として作品の画像データを収めたＣＤ－ＲＯＭが

セットになった形式で全３巻編成。第１巻が小学校３・４年生対象、第２巻が小学校５・

６年生対象、第３巻が中学生対象であることが、ケース・冊子・ＣＤ－ＲＯＭに明記され

ている。各巻とも10のレッスンから成り、各レッスンには一定のテーマや共通点を持った

３枚の図版が選定されている。

　本研究の目的は、このキットに選定されている作品の、対話的ギャラリートーク型鑑賞

における教材としての適性を検証することである。

　本キット各巻のケースには「小学校３年生以上であれば何年生からでも有効です。各巻

には対象学年が表示されていますが、作品の順序は鑑賞を徐々に深めていくよう配慮され

ていますので、年齢を問わず１巻から始めることをおすすめします」と記されている（こ

れを便宜的に「条件①」とする）。この記述は、上述の「第１巻が小学校３・４年生対象、



−�0�− −�0�−

第２巻が小学校５・６年生対象、第３巻が中学生対象」（これを便宜的に「条件②」とす

る）と矛盾する。

　筆者はこれまで、実験（実践）の可能性を優先し、大学生を対象としてこのキットを実

践してきた。その際に、上記の互いに矛盾する条件のいずれに則して教材を採用すればよ

いのかが問題となった。つまり、年齢的な発達段階からは条件②に即して第３巻を用いる

べきであるが、経験度からは条件①に即して第１巻を採用すべきである。

　本研究を進めるにあたり、実践上の時間的な制約から、論考【２】においては第１巻を

経験させることなく第２巻を、論考【３】においては第１巻・第２巻を経験させることな

く第３巻を実践した（これらを便宜上「単発実践」と呼ぶ）が、今回は、第１巻と第２巻

を連続して用いた実践（これを便宜上「積み上げ実践」と呼ぶ）の結果を基に、主に第２

巻について、そこに掲載された作品の、この手法の教材としての適性について考察を進め

るとともに、先述した矛盾する条件の適否について考察するものである。

　なお、本キットを用いての実践や研究会は各地で大小様々なものが行われているが、

キット１巻を通して実践した記録の発表は本研究以前には例がなく、積み上げ式に第１巻

と第２巻を実践した記録の発表や考察も前例がない。

２．方法

２－１　対象

　これまでと同様に、実践の可能性を優先し大学生を対象とした。

２－２　実験（実践）に用いた授業

　執筆者が山口大学において担当している共通教育「芸術史（美術史）」の授業を用いた。

開設期は2010年度前期、第1セメスター。水曜日３・４時限。対象者は全学部。受講者数

（受講登録者数ではなく、最終回まで受講した人数）は37名。

　第１巻と第２巻の全20レッスンを、原則的に毎回２レッスンずつ順次実践していった。

　各作品に関する基礎データ（作者名、タイトルなど）について、主としてティーチャー

ズキットに掲載されている情報をプリントにして毎回授業後に配付した。

２－３　記録

　前年度はファシリテーターとしての授業者がＩＣレコーダーを持って発言者の近くへ行

き音声を直接録音したが、この方法では発言者・鑑賞者とファシリテーターとが対話的な

姿勢・位置関係にならないので、今年度はアシスタントがＩＣレコーダーを持って発言者

の近くへ行き録音するという方法を採った。

２－４　アンケート

　各巻について、各々全10回分の全図版30枚を、『MITE! ティーチャーズキット』冊子か

らスキャニングし、各回３枚の図版をａ、ｂ、ｃとし（例えばLesson１の３作品を各々１

ａ、１ｂ、１ｃとし）、Ａ３判用紙に全図版30枚をモノクロで印刷したプリントを受講生

に配付し回答をさせた。回答総数は、第１巻35名、第２巻37名。

　設問は昨年度までと同じで、考察の主な材料となるのは以下の設問への回答とトークの
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展開・内容である。

１（１）．「比較的考えやすかった（意見を出しやすかった）作品」を、いくつでも構わないので挙げて下さい。

１（２）．それらの中で「一番考えやすかった（意見を出しやすかった）作品」はどれですか、一つ挙げて下さい。

２（１）．「比較的考えにくかった（考える糸口がわからなくて困った）作品」を、いくつでも構わ ないので挙げて下さい。

２（２）．それらの中で「一番考えにくかった（考える糸口がわからなくて困った）作品」を一つ挙げて下さい。

３．受講生みんなとのトーク（聞くことを含む）によってあなた自身の思考が最も深まった作品、即ち「最初に見た時の自分の

思考」と「みんなとのトークによって展開した自分の思考」とのギャップが最も大きかった作品はどれですか？一つ答えて

ください。

３．結果

　積み上げ実践における対話記録の概要とアンケートの集計結果を資料として後掲する。

今回は、第２巻を単発実践した場合と積み上げ実践した場合との比較が主眼であることと、

紙幅の都合上、第２巻分のみ掲げる。

　対話記録【資料１】は、これまでと同じく、紙幅の都合により、発言の逐語的再現では

なく、キーワードや要点を残しながら要旨としてまとめた。実際には、受講者はもっと豊

かでニュアンスに富んだ発言をしているし、ファシリテーター（進行役）吉田も、対話型

鑑賞進行の基本である受容・肯定・賞賛・復唱・言い換え・結び付け・焦点化・鼓舞・ま

とめ等を行い、発展的なトークや解説を語っている。受講者の発言は全て取り上げている

が、ファシリテーターの発言は紙幅の都合上、その多くをカットしている。

　今回のアンケート集計結果を【資料２】として後掲する。また、比較のために論考

【２】における単発実践のアンケート集計結果を【資料３】として後掲する２）。表をわ

かりやすくするために、「０」のセルは空白とした。

　論考【２】単発実践の受講者数が（時間割変更の連絡が不徹底だったことにより）14名

と少なかったため、今回の実践との比較が困難な点もあるが、受講者数を勘案しながら

データを読み込んでいくことによって、以下に述べるように一定程度の傾向を読み取れる

結果となった。

４．考察

４－１　鑑賞者にとって考えやすい作品・考えにくい作品

　以下の論述において、たとえば「Ｌ．１ウォーホル」と記せば、キットに掲載されてい

るLesson１のウォーホルの作品を指す。

４－１－１　共通する傾向

　論考【２】単発実践と今回の積み上げ実践のアンケート結果を比較してみると、作品が

「考えやすい」か「考えにくい」かという観点では、共通する傾向が見られる。

（１）意見の分散、あるいはほとんどの作品の傾向

　設問１（１）と設問２（１）いずれにおいても、ほとんどの作品にポイントが入る。つ

まり、ほとんどの作品が、ある人にとっては「考えやすい作品」であり、別のある人に
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とっては「考えにくい作品」である。この傾向は、本研究のこれまでの結果にもあるとお

り、このキット全巻に共通する傾向である。

（２）比較的考えやすい作品、比較的考えにくい作品、または意見が拮抗する作品

　本研究の初期から述べてきたとおり、設問１においてポイントが高く、設問２において

ポイントの低い作品は「比較的考えやすい作品」であると言える。この観点から今回の結

果と論考【２】の結果を比較し総合的に判断すると、「比較的考えやすい作品」として

は、Ｌ．２国吉康雄、Ｌ．２斎藤真一、Ｌ．５ロバート・キャパ、Ｌ．７カラヴァッジョ

が挙げられる。次点的な存在としては、今回の実践において設問２（２）で各々４ポイン

トが入ったものの、設問１では支持の多いＬ．４奥谷博、Ｌ．７フリオ・カステリャノス

もその傾向が比較的強いと言える。これらの作品に共通する特徴は、何が描かれているか

（映っているか）が明快でナラティヴな（物語性がある）作品であることである。

　逆に、両実践ともに、設問２のポイントが高く、設問１のポイントが低い作品は、「比

較的考えにくい作品」であると言える。この傾向が顕著なのはＬ．６ナン・ゴールディン

である。この作品は、涙を浮かべながら微笑んでいる男女の姿が写された写真作品であり、

その曖昧性・多義性から様々なストーリーが描けそうであるが、両実践で共通して「プロ

ポーズのあとの嬉し涙」という解釈は出されたが、キット冊子にある「別れたばかりの二

人」３）という解釈は出なかった。曖昧性・多義性が負に作用して、不明快さ、難解さと

受けとめられた可能性がある。

　両実践ともに設問１と設問２の双方に一定程度以上のポイントが入り、いわば「考えや

すい」と「考えにくい」が拮抗している作品がある。Ｌ．１トニー・アウスラー、Ｌ．６

《夫婦を乗せた陶棺》、Ｌ．９ボルタンスキーである。いずれの作品も、両実践のトーク

を見ると、意見はスムーズに出て意義あるトークが成立しているように見えたのだが、設

問２にもポイントが入ってしまった。この原因として考えられることの一つが、これらが

立体作品あるいはインスタレーションであるということである。

　論考【３】において筆者は、対話的ギャラリートーク型鑑賞の教材に向かない作品の条

件、あるいは問題のある見せ方として以下の６つを挙げた。

　①細部が見えにくい作品

　②立体作品・インスタレーション

　③映像作品

　④性的な内容を含む作品

　⑤部分を見せること

　⑥連作の一部を見せること

　アメリアは、同キット冊子中「作品について」において次のように述べている４）。

　子どもたちはどんな作品でも話をしますが、やはり子どもの鑑賞に向いた作品とそうではない

作品があります。

（中略）

　本書で取りあげた作品は、平面に映写されることを考慮して、視覚的に強くはたらきかけるも

のを選んでいます。したがって、四方から見る彫刻や立体作品、抽象作品、インスタレーション



−��0− −���−

は省き、物質としての存在感やスケール感に依存した作品も避けましょう。こうした作品は美術

館で現物を見るほうがよいので、その機会を待ちましょう。

　この原則に自ら背くかのように、このキットには立体作品やインスタレーションが選定

されているのである。

　筆者とアメリアのこれらの観点に照らし合わせると、上記の拮抗している作品は３点と

も立体作品であり、うち２点がインスタレーションである。

　細部が見えにくい作品としては、第２巻掲載作品の中では、Ｌ．５マーク・タンジーと

Ｌ．10ミュシャが挙げられる。

　Ｌ．５マーク・タンジーは、両実践とも設問２でポイントが少し入るものの、設問１

（１）で一定の支持がある。理由としては、２回の実践で共通して出された意見、即ち

「シャーロックホームズの一場面を思い出させる」という指摘が多くの受講者の共感を呼

んだためだと考えられる。

　Ｌ．10ミュシャは、画面下の人物が何をしているのかスクリーンから遠い席の受講生に

はわかりづらいため、ファシリテーターが前列の受講生を促して、ハープのような楽器を

弾いていることを全員で確認するという場面が、両実践に見られた。単発実践の際には

トークが盛り上がらなかったが、今回の実践では、画面上の二人の人物の関係や、香のよ

うなものの麻薬的な効果などについて意見が交わされた。その結果、今回は設問１（１）

で７ポイントを獲得したのだが、同時に設問２（１）で５ポイント、設問２（２）で１ポ

イントが入ったので、今回は拮抗した形となった。

４－１－２　大きな差異

　先述したとおり、このキットが単発実践と積み上げ実践のどちらを想定して作られたも

のかはわかりづらいが、積み上げ実践が想定されているとするなら、単発実践では「考え

にくい作品」であったものが積み上げ実践をすれば「考えやすい作品」になることが予想

できる。

　単発では評価が低かった作品の中で、積み上げで明らかに評価が上がった作品があるだ

ろうか。即ち、設問１のポイントが上がり、設問２のポイントが下がった作品である。こ

の傾向が顕著なのはＬ．１０パイク＆モーマンである。回答総数との割合を考慮しても、

設問１（１）、同（２）ともにポイントが上がり、設問２（１）、同（２）ともにポイン

トが下がっている。設問２（１）はいずれも４ポイントだが、母数との割合を考えればこ

の設問でこの作品を選択した率は減少している。この理由を考えてみる。単発実践と積み

上げ実践のトークを比較すると、共通点として挙げられる発言は、以下の３点である。

　●なぜこのようなことをしているのかという疑問。

　●女性が男性を楽器に見立てて弾いている。

　●女性の右手がぶれているので、手を動かしているところを撮影した。

　異なるのは、楽器について、単発実践の際にはファシリテーター側から「チェロかコン

トラバス」と言っているののに対して、積み上げ実践の方では受講者から「コントラバ

ス」という意見が出て、さらに「チェロだ」という指摘がなされた点である。

　この作品のトークの充実感を高めた要因としては、上記の他に、ファシリテーターが半

ば指名的に発言を促した受講生が「３つの作品の共通点を考えている」という疑問・迷い
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を表明し、最後に別の受講生がその疑問を受けるかのように、この作品の「セクシュアリ

ティ」を指摘し、前の２作品の「エクスタシー」「理性に対する欲望」と関連付けてまと

め的な発言をしたことだと考えられる。

　同様の傾向で、設問２（１）のポイントが４から３に下がって設問１（１）のポイン

トが３から7に上がっている作品がＬ．５横尾忠則である。トークの展開と中身を見ると、

今回の方が、絵の意味やストーリーを追求した展開となっていることがわかる。トークに

よる意味生成が参加者の達成感をもたらす好例である。

　逆に、単発実践の際には比較的考えやすい作品だと評価された作品が、今回の実践にお

いてその評価が下がっている作品としては、Ｌ．３ロートレックが挙げられる。トーク記

録を見ると、単発実践の方では人物や場所に関する多様な意見が出されたのに対して、積

み上げ実践の方では意見が活発には出ず、途中で２度もトークが止まっている。その原因

としてファシリテーターが思い当たるところは無い。対話型鑑賞の経験が豊富で、積み上

げ式に鑑賞学習を重ねていても、このような結果に終わる場合があるということがわかっ

た。

４－２　互いに矛盾する条件の検討

　先述したとおり、このキットは対象の条件として、①「年齢を問わず１巻から始めるこ

と」と②「第１巻が小学校３・４年生対象、第２巻が小学校５・６年生対象、第３巻が中

学生対象」という互いに矛盾する条件を掲げている。

　もしも条件①が正しいとすれば、「年齢を問わず」とあるので、対象が大学生の場合で

も第１巻から始めるべきである、ということになる。また、前段階のキットを体験してい

ない対象者に第２巻や第３巻を用いて実践をすれば、なんらかの支障をきたすことになる。

即ち、筆者の論考【２】における単発実践に無理があったことになる。

　今回は条件①に即して積み上げ式に実践したのであるから、前回の単発実践と今回の積

み上げ実践を比較すれば、対象が異なり１回の実験（実践）とはいえ、何らかの形で実践

結果に差異が生じ、条件の適否が窺えることになる。

　逆にもしも条件②が正しいとすれば、論考【２】のごとく単発実践に用いることに問題

が無かったことになる５）。

　まず、アンケート結果からは、単発実践において受講生が「考えにくい」と感じた作品

が、積み上げ実践において「考えやすい」と感じられるようになれば、その作品は本来積

み上げ式に体験されるべきものであって、先に第１巻を体験していれば「考えにくい」作

品ではなく「考えやすい」作品だと受けとめられるものだということになり、単発実践に

無理があったということになる。これまでに考察してきたように、アンケート結果からは、

若干の例外はあるものの、作品が考えやすいものだったかどうかという観点での受講生の

評価は、単発実践と積み上げ実践において顕著な差は見られなかった。

　検討する上でのもう一つの材料であるトークの展開・内容については、トーク記録をつ

ぶさに比較検討することも有効かもしれないが、現時点では、主観的ではあるがファシリ

テーター役を務めた筆者自身の実感が有効であると考え、ここに記すことにする。

　もしも単発実践に無理があり、積み上げ実践の方が好条件で本来的であるとするなら、

積み上げ実践をファシリテートしている最中に、単発実践との違いを筆者が感じたはずで

ある。トークにおける受講者個々の発言内容、着眼点、観点、語彙や表現の豊かさと的確
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さ、他者との関わり、思考の深さ、などについての違いをである。しかし、実践の最中に

も、そしてあとから振り返ってみても、「単発実践の時とは違うな」と感じた場面は一度

も無かったのである。トークの内容や展開について、質においても程度においても単発実

践と積み上げ実践で違いは感じられなかった。

　以上のことから、第２巻は、大学生（一般の大人）を対象とする場合、単発実践で用い

ても第１巻から積み上げ実践で用いても、トークの内容や質や展開に差は見られなかった。

したがって、条件①「年齢を問わず１巻から始めること」は必ずしも金科玉条的に守られ

るべき条件ではない。少なくとも第２巻を大学生を対象として単発実践に用いることに問

題はないし、積み上げ式に実践をしても単発実践以上の結果を期待できない。

５．結語

　今回の実践と考察によって、本キットに掲載されている作品の対話的ギャラリートーク

鑑賞の教材としての適性が従来以上に明らかになり、対象者の条件について一定の結論を

出すことができた。しかし、上述の通り、これらはあくまでも大学生を対象とした実践か

ら得られた知見である。今回の結果を敷衍して「第２巻を小学校高学年あるいは中学生を

対象として単発実践しても問題は無い」と判断することは性急である。一方で、今後の実

践・研究により、もしも条件①が崩れてしまえば、条件②が適切であることになり、示さ

れた対象年齢以上を対象とした単発実践での使用について問題がなくなる。

　本キットは、アメリアの豊富な経験を元に作品が選定され編集されているものであり、

実際に日本の子どもたちを対象として実践し検証されたものではない。したがって、この

キットに関するさらなる実践・研究、情報交換が俟たれる。美術教育関係者の、対話型鑑

賞に関する「対話」がこれまで以上に求められるのである。

註

１）アメリア・アレナス：MITE!ティーチャーズキット１，同２，同３，淡交社，2005.

２）論考【２】p.364に掲げた単発実践第２巻のアンケート集計結果の表に不備があった。

設問３の列が欠落していた。ここにその点を補った完全な資料を掲げることによって

訂正とする。

３）アメリア・アレナス：MITE!ティーチャーズキット２，淡交社，p.35，2005. 

４）同，pp.55，56

５）むしろ「中学生を対象とした教材を、大学生を対象として実践したことによって、別

の問題は生じなかったのか」という新たな疑問が生まれてしまう。つまり、「大学生

にとって幼稚で物足りないという結果にはならなかったのか」という疑問である。し

かし筆者は、これまでの経験上、本キットが大学生を対象とした場合に幼稚すぎると

か物足りないといった感触は持っていないし、受講者からそのような意見・感想が表

明されたことも、そのような態度が示されたこともない。
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【資料1】

ＭＩＴＥ２（積み上げ）　トーク概要
Ｓ：学生、Ｔ：授業者・ファシリテーター（吉田）
１作品ごとに示された時間は、各レッスンにおける累計の所要時間である。たとえば、２枚目
の後に示された時間は、１枚目と２枚目の所要時間の合計である。

【1】2010.6.２.
（Vol.2, Lesson 1）
１．アンディ・ウォーホル《マリリン》1967年
Ｓ： マリリン・モンローだと思いました。
Ｔ：誰もが知っているマリリン・モンローの写真を使っている。（他にもマリリン・モンロー
だと気づいた学生あり）

Ｓ：マリリン・モンローの顔をこれまでまじまじと見たことがなかったんですけど、ほっぺた
のところにホクロ？みたいなのがあるって、初めて知りました。

Ｓ：髪の毛などはリアルに見えるけど、髪の毛の生え際とか境界線が妙にくっきりしていて、
ちょっと違和感がある。

Ｓ：まぶたの上のアイシャドーのグリーンと背景の色が同じなので、マリリン・モンローが際
立って目立って、全体的に人の目を引き付けるような絵になっている。

Ｔ：この作品の作者を知っている人いますか？知らない。アンディ・ウォーホルって聞いたこ
とないですか？（アンディ・ウォーホルとシルク・スクリーンについての説明）

（6分30秒）

２．フランチェスコ・クレメンテ≪真夜中の太陽Ⅰ≫1982年
Ｓ：口の中の、歯だと思ったんですけど、よく見ると人の顔に見えて、骸骨みたいな、口の中
にいっぱい含んでいるようなイメージがして、眼も、瞳がぼやけてて、昔話や神話に出てく
る怪物、悪魔みたいなイメージがありました。

Ｓ：歯も顔に見えるんですけど、鼻のあたりもちょっと髑髏に見えるなと。色も、人の顔の色
じゃなくて、怖い感じがする。

Ｓ：最初に、すごく気持ち悪いなと思って、作者が一体何を描きたかったのかなぁとすごく感
じました。

Ｓ：最初見たとき、すごく絵が下手だなと思った。「絵のとても上手い小学１年生」の絵だな
と。

Ｓ：最初、気持ち悪いなと思ったけど、よく見ると色も結構使ってるし、そういう点ではすご
いなと。

Ｓ：暗い背景の中に顔の輪郭が黄色で描かれているので、顔が浮かび上がっている感じがしま
した。

Ｓ：顔だけでこれだけすごいことになっているんだから、目から上の頭と首から下の体はどの
ようなことになっているんだろう？

Ｔ：（美術史的にニューペインティングの説明。３C）
（15分20秒）

３．トニー・アウスラー≪ピンク≫2003年
Ｔ：これは絵ではなくインスタレーションです。美術館の空間にこんなものが置いてある。
Ｓ：この画像が出てきた時からすごく気持ち悪くて、リアルな作品で、なんで眼が上と下を向
いているのかなと思いました。

Ｓ：自分も気持ち悪いなと思った。人の顔の部分らしきものでカエルの形を作ってるのが気持
ち悪いなと。

Ｓ：私もカエルっぽいなと思ったんですけど、カエルにしては色が赤だし、下の口の方に行くに
したがって赤が濃くなっていったり、唇の色がどす黒かったりするので、そこが気持ち悪い。

Ｓ：全体として赤いので、熱があるのかなと思いました。
Ｓ：絵の配置がコンピュータで作った感じがするので、結構新しいものじゃないかなと思いま
した。

Ｔ：新しいものです。2000年代。ここで、これがどうやって作ってあるかを説明すると。あん
な形の立体物、クッションなんだそうです、そこへプロジェクタで眼と口を映しこんでいる。
本物は動いているんじゃないかと思うんです。本物を見てみたいですね。金沢21世紀美術館
の所蔵です。今日の３枚の共通点は？人の顔がひとつドーンとある。

（20分20秒）

（Vol.2, Lesson 2）
１．高畠達四郎《少年》1928年
Ｓ：ニット帽みたいなのを被ってて、マフラーもしてて、ニットのセーターみたいなのを着て
いるのに、下が半ズボン。なんで上がそんなに厚着なのに、下が夏っぽいって言うか薄着な
のかなと思いました。

Ｓ：ニット帽とマフラーが同じように見えたので、つながっているんじゃないかと。
Ｓ：人の顔が不自然な感じがします。耳も大きい。顔の左と右がアンバランス。右上は作者の
サインですよね。

Ｔ：１９２２・・・かな？Ｔａｋａ・・・ですよね。（笑）
Ｓ：あと、背景の色がちょっと暗いと思います。
Ｓ：最初見た時に、男の子らしき人が、一瞬、立っているのかと思ったんですけど、椅子の部
分を見たら歪んでいるような気がして、不自然すぎるなと思いました。

Ｓ：顔とか体を見ても、あまり人間味がなくって、機械的な感じがする。動きがまったく無い。
Ｓ：たぶん部屋の中だと思うんですけど、なんでマフラーと帽子をしているのかなと。
Ｓ：はじめ見た時に、ひげの無いノームみたいだなと。妖精。小人みたいな感じが、特に顔の
小さいところからもして、人というよりも、セーターとかマフラーとかを強調したくて描い
たのかなと思ったんですけど、でも逆に顔の小さいことでマフラーよりも顔の方が浮かび上
がっている感じがして、マフラーが、かかっているというよりも浮かんでいる感じが、特に
右肩の方を見たらそんな感じがして、不思議な作品だなと。

Ｔ：まとめ
（28分50秒）

２．国吉康雄《カーテンを引く子供》1923年頃
Ｓ：ちっちゃい子どもみたいなんですけど、表情が大人びているなと。
Ｓ：頭身がちょっと低いなと思ったのと、顔が大人びていてちょっと違和感を感じて気持ち悪
いなと感じたんですけど、光の入れ方っていうか、黄色の使い方とか明暗の付け方とかが暖
かい感じが出ていて、それを考えるとすごく印象が変わって、かわいいなって思うようにな
りました。

Ｓ：絵の全体は柔らかくて絵本みたいな感じがしてかわいいなと思ったんですけど、やっぱり
人物が少し怖くて、首も無いから不自然な感じがする。

Ｓ：手前に飾ってある花の色が悪いなと思いました。
Ｓ：人物が大人か子どもかよくわからないんですが、私はパッと見た時におばさんに見えたん
ですけど、デフォルメしているから不自然に感じるんじゃないか。怖く感じるのは、ちょっ
と眼が見開いているから怖く感じるんじゃないか。全体的に暖かい感じがするのは、セピア
色の色調にそろえてあるからかな。

Ｓ：背景の左半分はたぶん窓で、外から星が見えているんだと思うんですけど、右側のカーテ
ンの模様にも星が見えるように思いました。

Ｔ：この絵は岡山県立美術館の所蔵品だそうですが、本物は見たことがないんですが、このチ
ラチラしているのは、描いてあるんじゃなくて、傷んでいるんじゃないかな。星かどうかわ
からない。傷かもしれない。

Ｓ：自分は、パッと見て子どもっぽいと思って見たら、顔の眼の配置とかは、子どもっぽい配
置にはなっているんですけど、それが極端で逆に怖い感じがします。額も広すぎて変な感じ
がします。前の絵で、大人の感じなのを一気に無理やり子どもにしてみたっていう意見が出
たんですけど、この絵にもそれが感じられる。星みたいなのが傷なんじゃないかとおっしゃ
いましたけど、自分は意図的に付けて星っぽくしたんじゃないかという気がします。夜の風
景で、カーテンを閉めているっぽいんで、３頭身という変な人間なんですけど、たぶん、お
ばちゃん、お母さん、目線の先には子どもがいて「さあ、そろそろ寝ますよ」的な感じで、
怖い、かつ温かい感じがすると思います。

Ｓ：今、夜というのを聞いて、人の顔が丸いのも、月とか太陽とか、どちらかというと月だと
思うんですけど、それにも似ているかなぁと。眼の配置がアンバランスだと言っているんで

すけど、左目だけが一回りちょっと大きくて位置もずれてて、あれがアンバランス感を強調
しているのかな。４月21日にやった「仔牛は行きたくない」という絵と、全体の雰囲気、落
ち着いた色調も似ているなと思いました。カーテンを閉めるとともに、その光が、今ぼやっ
と暖かい光が差し込んでいる感じなんですけど、カーテンを閉めることでまたその光がどん
どん無くなって行ってるんじゃないかと、花を見て思いました。

Ｔ：鋭いですね。その通りです。作者は同じ国吉康雄というアメリカで活躍した画家。
Ｓ：さっき眼が見開いているっていう意見が出たんですけど、眼を見開くと黒目の上の方まで
白目が出るので、眼は別に見開いていないと思って、怖いのは、眼が死んでいるからだと
思った。光が入ってなくて、真っ黒になっているので、それで怖いのかなと。

（41分05秒）

３．斎藤真一《さすらいの楽師》1979年
Ｓ：男の人の顔が死にそうなんで、旅をしながら、食べるものも無く、歩いてきたのかな。
Ｓ：男の人が死んでいるような顔をしてて、全然楽しそうじゃないなと。背景とか、全体的な
色調が青くて冷たい感じがするんで、男の人の気分とリンクしているのかな。

Ｔ：どんな気分だと思いますか？
Ｓ：死にたいなぁ、と思っている。
Ｓ：前の人の意見で「旅をしてる」とあったんですけど、手にバイオリンを持っているので、
そのバイオリンはとても大切なものなのかなと。

Ｓ：バイオリンを持っているにしては、それを弾くための弓を持っていないので、落として無
くして気分が落ち込んでいる。

Ｔ：最前列の人でも弓が見えないんですけど、ここに棒みたいなのが見えるでしょ？よーく見
ないとわからないんですよ。服の色と同じような色でね。あれが弓じゃないかと思うんです
ね。いいですよ。今の発言で、細部が確認できましたからね。どっちにしろ、明るい気分の
絵ではないですね。

Ｓ：彼は音楽家を志して旅に出たんですけど、なかなか人に聴いてもらえなくって、おひねり
が集まらなくて、食べ物もろくに食えなくて、あそこまでげっそりして、周りの社会からだ
んだん浮いてきて、町にいますけど、人が出てこないし、孤独になって寂しい思いをしてい
るなぁと。

（30秒間挙手無し）
Ｓ：家が、左右で、その男の人を境に色が違っていて、男の人全体に漂う哀愁っていうかブ
ルーな気持ちが強調されている気もして、しかも一番近くの家が青くなってますし。持って
いるこうもり傘とか手とかが極端に細くて、次の瞬間、男の人だけ消えて、あとは服だけ残
りました、みたいなその後みたいな感じ。とても、男の人がもう生きていないような、実は
すでに死んでいるんじゃないかみたいなイメージを持ちました。

Ｓ：疑問。もし良かったら答えてほしいんですけど、男の人の頭に２本線が左右出てるんです
けど、あれは何なんですかね？

Ｔ：帽子のつばじゃないかな？ちょっと不自然ですが、全体がデフォルメしてありますからね。
Ｓ：旅をしてるって話が前から出ているんですけど、なんでこの男の人は旅に必要な日用雑貨
とかを持たなくて、傘を持っていったのかっていうのが気になります。

Ｔ：今日、このクラスでは出なかったんだけど、形式上の特徴としては縦長。
(52分40秒)

【２】2010.6.9.
（Vol.2, Lesson 3）
１．アンリ・ド・トゥールーズ＝ロートレック《ムーラン・ド・ラ・ガレットにて》1891年頃
Ｓ：周りの他の人は黒っぽい服や青っぽい服を着てちょっと冷たい感じで、その女の人だけ赤
い服を着てとても目立っていて、あの人を描きたかったということがよくわかる。

Ｓ：線が二重になったり一本だったりしているので、きっちり描いた絵と言うよりはラフ画み
たいな感じがします。

T：これ、画材は何だと思いますか？
Ｓ：うーん・・・クレヨンと画用紙・・・かなぁ・・・。
Ｔ：そうですね。あるいはパステルかもしれませんし、絵の具も使ってあるかもしれません。
水彩か、油彩か。いくつかの画材が併用してあるかもしれませんね。

（挙手無し）
Ｔ：群像ですが、場所はどこでしょうか？どんな場所でしょうか？何をしてるのかな？
（25秒間挙手無し）
Ｓ：手前にベンチが見えるのと、人がたくさんいるので、駅とかプラットフォームみたいなと
ころかなと思いました。

Ｓ：僕は、その茶色いのが、ベンチじゃなくて、階段とかタラップみたいな感じの印象があっ
て、家から出てきて雑踏があるみたいな感じか、最初上の方の緑のところを見ていて、港っ
ぽいなと思ったんですけど、船のタラップから降りてきたところかなと思いました。

Ｓ：背景は緑なので、森の中ではないか。狩の前の場面とか。手前に黄色のフェンスみたいな
ものがあります。

（６分00秒）

２．《宴会の場面》ナクトの墓、テーベ、紀元前15世紀頃
Ｓ：古代エジプト的な雰囲気がするなと思いました。
Ｔ：言葉にしてみたら、どんな特徴からそう感じるんだろうか？
Ｓ：服装。
Ｔ：古代エジプトの壁画ですね。
Ｓ：エジプトの壁画を見ていつも思うんですけど、なんでエジプトの古代の人たちは、横顔で、
体だけ正面で、また足が横、ってポーズを描くのかなと。

Ｔ：どうしてそのように描くのか、社会科や美術の先生から聞いたことある人いますか？（挙
手無し）どうしてだと思う？

Ｓ：横顔が好きだったとか（笑）・・・描きやすい？
Ｔ：みなさん自画像を描くときに鼻で苦労したでしょう。顔を描くときには横顔が描きやすい。
でも今度は目が描きにくい。だから目は正面向きで。体は正面がわかりやすい。この場合、
お行儀をしているのを正面から描くのは難しい。今の我々のように、写真みたいに、写実的
に、見たとおりに描こうという意識は無いわけですね。

Ｓ：女性３人の頭の上に出ている突起みたいなのは何かなと思いました。
Ｔ：何だろうね？
Ｓ：何度もこんな感じの絵を見たことがあるんですが、先程の絵を見たあとで印象的に思った
のが、顔がはっきりと表れているという描き方に、さっきの絵と比べると、より鮮明にそう
思える。髪の毛の描き方が繊細に描かれているなと改めて気が付きました。

Ｓ：髪は多少写実的に描こうとしているように見える。右の女性と左の女性では髪型が違うも
んね。

Ｓ：女の人たちはブレスレットとか頭の飾りとかイヤリングとか胸元の飾りだとか、身に付け
る装飾品が多いから、一般の人じゃなくて、ちょっと身分の高い人だったのかなと。

Ｓ：古代エジプトの絵だとわかったんですが、服装の他に目が横にきゅっと鋭くなっているの
が、僕にとってはエジプトの絵画のイメージで特徴です。体の向きがバラバラでおかしいな
というのはありますけど、一番左端に人がいますよね。その人がすごい細くて、しかも右側
にいる３人の女の人と比べたら、体の大きさも全然違って不自然。ガリガリに痩せているの
で、一枚の絵を部分的に切って出しているんだと思うんですけど、一番左の人の左に人がい
て手が出ているんですけど、その人が何をしているのかなぁと。

（17分36秒）

３．フェルナン・レジェ『サーカス』より、1950年
Ｓ：楽器を演奏していたり、踊ったりしているように見えるので、すごい陽気な感じがして、
パレードの一場面のような感じがするんですけど、背景は青で寒色だし、目も白目みたいな
感じで少し不気味な感じがしました。

（40秒待っても挙手無し）
Ｔ：まとめ
（20分49秒）

（Vol.2, Lesson 4）
１．フィンセント・ファン・ゴッホ《ヴィゲラ運河にかかるグレーズ橋》1888年
Ｓ：川の色が青いんですけど、周りの色が結構あったかい色を使っていて、全体的にあったか
い感じがして、好きな絵です。

Ｓ：一つ一つ筆を置いて描いたような作品だなと思ったんですけど、特に左側の歩く道みたい
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なところと、川の水のところが、そういう風に置いているなと感じました。
Ｓ：はじめ、なんとなく空などから、朝かなと思ったんですけど、洗濯とか川でしているのか
なと思って、田舎の朝の風景なのかなと思いました。

Ｓ：左上に、煙の出ている煙突のようなものが２本あるので、あそこには工場か何かがあるの
かなと思いました。

Ｓ：工場のあたりが、雲みたいな白いのがあるんですけど、他の雲と比べて妙に煙っぽいって
いうか重いというかちょっと異質な感じがして、川も、工場の方から流れてきている感じ
があって、洗濯をしている人たち大丈夫なのかなと。道の色と川の岸の色がほとんど同じこ
とから、昔からの田舎の人たちの洗濯場なんだなということがよくわかる。橋の上に立って、
その洗濯している様子を見てる女の人が、ちょっと気になって、あの人はいったい何をして
いるのかな。

Ｔ：この絵、作者はたぶんあの人。ひょっとしてあの人。誰か気がついた人いませんか？
Ｓ：ゴッホ。
Ｔ：みなさんが言ってくれた色やタッチの特徴は、見事にゴッホの絵の特徴。
（28分30秒）

２．鏑木清方《墨田河舟遊》1914年
Ｓ：すごく日本っぽいので、屋形船とか描かれているので、日本の画家が描いたんだと思いま
す。また線が入っているので、屏風とかかなと思いました。

Ｔ：そうだと思います。
Ｓ：手前と奥の方にも船があるので、１隻だけじゃなくて何隻も浮いているのかなと思いました。
Ｓ：背景と、中心の船が同じ色なので、人物が際立って見えるなと思いました。
（20秒間挙手無し）
Ｓ：白い着物を着た人が、船頭さんと他の二人に比べて、着物のせいもあるんですが色が白っ
ぽく見えて、いかにもちょっとか弱そうな印象があって、手前の舳先だけ見えている船に
「や」って書いてあるから、何かお店っていうか、船酔いか何かの薬などを売っているのか
なと思って、他の二人も食事をしている感じがしたので、その女の人だけちょっと気持ち悪
くなって薬か何か買い求めようとしているのかなと。一番描きたかったのは、その娘さんの
方だったのかな。

（33分55秒）

３．奥谷博《犇く黒い生》1992年
Ｓ：前の２枚から見て、今回のテーマはたぶん「川と人」だと思うんですけど、前の２枚と
違っておどろおどろしい雰囲気を醸し出していて、ちょっと気持ち悪い絵だなと。

Ｓ：人が前にいるんですけど、人の服がすごく発色がいいので、すごく目に入るなと。
Ｓ：前の人の服装がアフリカかそっち系の人の服装に見えました。これから狩に行く前に女の
人が下見をしているのかなと思いました。

Ｓ：さっきの人が言ったように、発色がいいからすごくきれいな絵だなと思いました。手前の
人たちの発色の良さと、後ろが、ちょっとタッチも違うし、塗り方も、色が若干鈍いんで、
実際の水牛を見ているというよりは、そういう牛が描かれている絵を見ているように見えま
した。

Ｓ：狩という意見があったんですが、自分は、今からこの人たちが水牛を自分の周りに集めて
荷物とかを運ぶんじゃないかと思いました。

Ｓ：水牛を普通の牛だと思ってたんですよ。一番右の女の人が着ている衣装がサリーに見えて、
水の中に牛がいるということから、インド系の人かなと思って、その川がガンジス川かなと
思ってたんですけど、川の透明感がすごくきれいで、夕日を反射しているように思えて、不
気味だという意見も出たんですけど、きれいな絵という意見に賛同しやすい。

Ｓ：私も、インドでガンジス川かなと思ったんですけど、インドに水牛が、ヌーかなと思った
んですけど、それがガンジス川にこうやって泳いでいるのかなというのが疑問です。

Ｓ：川が、右だけ見たら夕日というのもうなずけるんですけど、左に行くにつれてどんどん血
みたいな色になって、牛も血に汚れているような感じがするので、疫病みたいな感じのイ
メージがありました。あれほど牛が泳いでいたり川が赤く染まっていたりするのに、見てい
る人たちはそれほど驚いている風でもないし、無感動でながめている感じがしました。真ん
中でこちらを見ている牛の周りだけ水が清浄な感じがして、周りの波紋が、その清浄なのが
広がっているようなイメージ。

Ｓ：さっき、女の人たちが、実際の川を見ているのか、絵を見ているのかという話がありまし
たが、もしアフリカやインドだったら、立っているところが砂とか地面のはずなんですが、
ちゃんとした床のように見えるんですよ。右から二番目の白い服を着た女の人は乳母車のよ
うなものを持っているように見えるんです。だから、ある程度もうちょっと文明が上なのか
なと。床は、コンクリートで舗装されているのか、床があって壁があって絵が掛けられてい
るのか。でも、一番左に立っている白い服を着た人は、本当に川の中を覗き込んでいるよう
に見えるんですよ。川の色の話しなんですけど、もし夕日だったら、壁に絵がかかっている
だけならいいんですけど、本当に川を覗き込んでいるんだったら、女の人たちが立っている
床というか地面というかコンクリートというか、そこは赤く照らされるはずですけど、影も
長く出るはずなんですけど、影がまったく見えないんですよ。だから、地球のどこかに赤い
水というのは存在するんですけど、たぶん服から見てアフリカかインドのどちらかなんです
けど、たぶんその地方には無いような気がするので、血じゃないかと思います。水牛は、死
んだ感じはしないんですけど、疫病で、感染するから、それを食い止めるための処分で、川
の中に放り込んで殺しているのかな。色も、赤と緑という、色彩的には対極にあるような色
を使っているので、もっと気持ち悪い感じがします。

Ｔ：今、ちょうど宮崎で口蹄疫で牛・豚が処分されていますね。足元はコンクリートっぽいで
すね。右から２番目の人は、水泳の飛び込み台みたいなところに足をかけていますね。でも
裸足ですよね。口蹄疫の殺処分の現場は大変なんだってね。奥谷博。

（50分30秒）

【３】2010.6.16. 
（Vol.2, Lesson 5）
１．マーク・タンジー《ド・マンを問いただすデリダ》1990年
Ｓ：この絵を、絵か写真かちょっとわからないんですけど、パッと見た時に、『シャーロック
ホームズの最後の事件』のホームズとモリアーティ教授が滝に落ちるところをイメージしま
した。

Ｔ：シャーロックホームズ。２年前にこの作品を扱った時にも、その時は女子学生でしたけど、
まったく同じことを指摘してくれたんですよ。読んだことある人は？５人、６人。

Ｓ：ある映画のシーンだと思っていました。背景もちょっとファンタジー、神秘的な感じがし
ました。さっきのシャーロックホームズとモリアーティ教授の話を聞いたら、とても近い印
象を受けました。霧があって、その二人は落ちそうな感じで、ちょっと不安定な感じがしま
した。

（20秒間挙手無し）
Ｔ：細部が見えにくいからねぇ・・・。あえて解説はせずに次に行きましょう。
（4分53秒）

２．ロバート・キャパ《崩れ落ちる兵士》1936年
Ｔ：これは、見たことがある人がいるかもしれない。この写真見たことがある、知ってるって
人は発言を控えておいて、途中から発言して下さい。さあ、どうぞ。

（１分間挙手無し）
Ｓ（Ｋ）：これたぶん写真だと思うんですけど、この場面には、写真を撮っているカメラマン
の人と男の人が一人いて、おそらく戦争か争いの中で男の人が狙撃された瞬間をカメラマン
の人が撮っているものだと思いました。

Ｓ（Ｏ）：私は撃たれたようには思えません。狙撃されたにしては、血がブシュッと出てない
し、跳ね返りもないし、後ろに貫通したようでもないし、銃を放り投げようとしているとこ
ろかなと思いました。

Ｔ：Ｋくんは、どこに弾が当たったんだと思った？
Ｓ（Ｋ）：頭。
Ｔ：どうして？
Ｓ（Ｋ）：頭の上に血みたいなのが見える。
Ｓ（Ｏ）：私は帽子だと思った。撃たれたなら、喉のところだと思うんですよ。ちょうど黒い
影が見えるので。微妙に尾を引いているから。頭蓋骨まで入ったら、脳髄がブシュッと出る
と思うので。

Ｓ：見えていない部分が撃たれているという可能性もあるわけですよね。撃たれて左肩が下
がってこうなっているというのも言えると思います。

Ｓ：こけてると思ったんですよ。撃たれてるとかじゃなくて、足元が斜めになっているから、

画面左手から小走りに来た時に、足元を踏み外してこけた瞬間なのかなと思いました。
Ｓ：戦争に来て撮ったからこんな風になったのかもしれないけど、もしかして、迫力を出すた
めに右側をこんなに空けているんだったら、すごい効果的だなと思いました。

Ｓ：右脚の影が切れているように見えるなと思いました。
Ｔ：この写真を撮った人の名前を知っている人、いる？
Ｓ：ロバート・キャパ。
Ｔ：よく知ってますね。従軍写真家。テキストにも出ています。で、結局、キャパは戦場で命
を落としたんだよね。

（15分８秒）

３．横尾忠則《赤い襲撃》1986年
Ｓ：男の人たちが結構険しい顔をしているというか、全然笑顔ではない。鳥が神秘的な存在と
いうか、たとえば不死鳥とか、人にはどうにもできない存在なのかなと。テレビなどで、宇
宙人来襲みたいな感じで、こういうタッチの絵を見たことがあって、その絵にすごく似てる
なと思ったんですけど、作者とか全然わからないんで。この絵のことについてもっと知りた
いなと思いました。

Ｓ：鳥が、火の鳥とかとても幻想的なんですけど、襲われている男の人たちがスーツを着てい
るので現実的だなと思って、そのギャップがおもしろいなと思いました。

Ｓ：背景の色使いがマンガの次元のゆがみのように見えるので、この絵に描いてある鳥が、未
来から現在の地球人を襲いに来たのではないかと思いました。

Ｓ：周りの空気、大気がその鳥の方に集結している感じで、特に右の緑のスーツの男の人のネ
クタイが吸い寄せられているような感じから、かなり強い気流が鳥に向かって上昇している
ような。真ん中の青いスーツの人は、鳥の方に手を差し伸べているところから、どうしても
鳥の一部、鳥自体かもしれないですけど、を手に入れたいのかなと思って、木の上にいるみ
たいなので、巣の近くに行って鳥を捕まえようとしているのか、殺そうとしているのかわか
らないですが、その鳥を、または鳥の一部を手に入れたいという気迫が窺える。男が３人い
るのと、鳥が３羽いるのは、何か意味があるのかな。

Ｔ：(横尾忠則について。ペインタリー。ニューペインティング。３枚の共通点)
（25分15秒）

（Vol.2, Lesson 6）
１．《夫婦を載せた陶棺》紀元前530－510年頃
Ｔ：これは、みなさんが美術館や博物館に行ったら、こんなものが置いてあったとします。こ
ういう立体物があって、それの写真ですね。

Ｓ：この二人は夫婦か何かで、寝る前にちょっとテレビでも観ようかなみたいな感じで、仲の
いい夫婦なのかなと思いました。

Ｔ：時代はテレビと合っているかどうか、そこは多少おちゃらけておもしろく語ってくれまし
たけど、夫婦で何かしている感じですね。男の人の右手、あそこにはリモコンが入りそうで
すね。（笑）

Ｓ：体のつくりとかが繊細に出来ていない、彫られていないので、すごく昔に作られたものか
なと思いました。

Ｓ：最初に、棺かなと思いました。
Ｔ：どうして棺かなと思った？
Ｓ：台がエジプトのミイラが入っている棺に似ていると思ったので。
Ｔ：これはその通り、棺なんです。
Ｓ：自分も、下にある木が棺かなと思ったんですけど、途中からだんだんベッドに見えてきて、
仲の良い夫婦で、時代的に、被り物からしてなんとなくモンゴルっぽい感じがしたんですけ
ど、棺だよと言われて・・・そもそも、この二人があとから棺に入るんですかね？そうじゃ
なかったら、なぜ二人が棺の上に乗っかってるのかなと疑問に思いました。

Ｔ：不思議ですよね。一人であの世へ行くのは怖いから、ましてや仲のいい夫婦なら。木でで
きてるかなと言ってくれたんですが、これは焼き物らしいです。ルーブル美術館にあるそう
です。後ろ側から撮った写真をインターネットで見つけたので、機会があったらお見せしま
しょう。

（31分40秒）

２．ナン・ゴールディン《ニューヨークのティン・パン・アレーで泣くデイヴィッドとブッ
チ》1981年

Ｔ：これは写真です。どんな場面なんだろう？何が起こったんだろう？
Ｓ：背景が真っ黒なので、どこにいるのかなと思いました。
Ｓ：左側の男の人の右手の先に何か棒みたいなものが見えるんですけど、それが何かなと疑問
に思いました。

Ｔ：棒かもしれないし、テーブルか何かの縁かもしれない。
Ｓ：さっきのが夫婦だったので、これも夫婦かなと。背景が真っ暗なのと、男の人が手を載せ
ているところが机かなと思ったんで、バーかそんなところかなと思いました。

Ｓ：私も最初、男の人がバーに来て、お酒を注文しているところじゃないかと思ったんですけ
ど、でもよく見ると、フラッシュで光が当たっているなら、背景も少しは見えるんじゃない
かと思って、この空間って何なんだろうと思いました。

Ｓ：まず服装から見て、そんなに古くない写真だと思ったんですけど、写っている二人の表情
を見ると、女の人が、少し目が涙ぐんでいるようにも感じたんですが、でも隣で男性はそん
な困った様子など見せていないので、女の人は嬉し涙なのかなと思いました。

Ｔ：他の解釈の人は？僕は、左の男性の目もちょっと潤んでいるように見えるんですよ。そう
するとまた違うストーリーが描けますよね。それにしても、嬉しいのか、悲しいのか。この
二人はどういった関係なのかな。夫婦だという説があった。夫婦じゃなくて、まだ結婚して
いない恋人同士かもしれないですよね。

Ｓ：私は、この二人はまだ結婚していなくて、嬉しくて涙を流していると思うんですけど、左
の男の人が女の人にプロポーズをして、ＯＫしてもらえたところを記念に撮ったのかなと。

Ｔ：いろいろなストーリーが描けますね。逆かもしれないしね。別れ話を切り出されて涙が出
ているのかもしれない。

（40分26秒）

３．ユディット・レイステル《若い女に金を差し出す男》1631年
Ｔ：これは油絵なんですが、さあ、何が起こっているのでしょうか？
Ｓ：男の人が手に何か持っているように見えるので、女の人にそれを渡して口説こうとしてい
るんだけど、女の人がそれを無視しているのかなと思いました。

Ｔ：男の人が手にコインを持っていますね。
Ｓ：男の人が、あの女の人の絵の先生か何かで、「コインをデッサンしてみましょう」みたい
な感じで差し出して描かせて指導してるのかなと思いました。

Ｓ：私は最初、コインが見えなかったので、その女の人が何か描いているのを、男の人がお手
伝いさんか何かで見守っているように見えました。

Ｔ：女性は何か描いているっていう意見が出たけど、他に、女性は何をしているか？
Ｓ：縫い物をしていると見えました。
Ｓ：私も、針子かと思いました。
Ｔ：縫い物か、何か描いているか。どちらにも見えますね。
Ｓ：男の人と女の人は夫婦で、男の人は今日の働き分のお金はこれくらいだよというのを奥さ
んに見せている場面だと思いました。

Ｔ：じゃあ、奥さんはどんな言葉を返してる？あるいはどんなことを思ってる？
Ｓ：出てこないです。（笑）
Ｔ：今考えて言ってくれてもいいんですよ。
Ｓ：あまり感謝していない感じだと思います。
Ｔ：だって目を合わせていないもんね。「何よ、それっぽっちで」という感じですかね。そう
言われてみると、そのように見えるでしょ？他に？

（挙手無し）
Ｔ：これはユディット・レイステルという珍しく女性の画家の絵なんですが、絵って、作者が
必ず解説文を付けて残してるわけじゃないから、後の人が見るといろんな解釈が出る場合が
あるんです。これも、ちょうど今出てきたような意見。ある本を読むと、口説いている場面。
別の本を読むと、性や売春を思わせるものは描かれていないんだときっぱり書いてあるんで
す。後半のテーマは男女でしたね。

（47分57秒）

【４】2010.6.23. 
（Vol.2, Lesson 7）
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１．ユージン・スミス《田舎医者》1948年
Ｓ：男の人が赤ちゃんの手当てをしている写真だと思います。男の人の左手の薬指に指輪があ
るんで、その赤ちゃんがその男の人の子どもなのかなと思いました。男の人の目がすごく真
剣なので、そう確信しました。近くにある手が誰のものなのか気になります。

Ｓ：赤ちゃんの左目の上にあるのは、眉かなと思ったんですけど、眉にしては端の方まで行き
過ぎていると思うので、もしかしたら縫った痕なのかなと。右目を押さえているのは、病気
じゃなくて、怪我をしてお父さんが血を止めているところかなと思いました。すごく痛々し
い写真だと思います。

Ｓ：最初、戦争の場面かと思いましたけど、他の人の意見も聞きながらよく考えたら、左目が
ぼこぼこっとなっているので、事故でもあったのか、特異な病にかかっているとか、それで
父親らしき人が必死で看病して、ここは病院の一室で、目線の先に心拍数を示す機械とかが
あって、その数値を見ているのではないか。

Ｓ：ここは戦争中の病院か、応急処置を施す施設だと思います。男の人は医者で、子どもの手
当をしながら、他の負傷者も見ている。人手が足りない感じで、とても緊急の場面だと思い
ます。緊迫した雰囲気が漂っている。

（挙手無し）
Ｔ：お医者さんだとしたら、どうして白衣を着ていないのかな？でも、緊急の場合なら、白衣
を着る暇もなかったという解釈はあるでしょうね。

（９分９秒）

２．カラヴァッジョ《イサクの犠牲》1603年
Ｓ：光をすごく上手く使っていて、登場人物の動きが、舞台上で演技しているように生き生き
しているように描いている。少年が老人に殺されそうになっているのを、横から天使がそれ
を阻止しようとして老人に何か諭しているのかなと思いました。

Ｔ：どうして天使だと思いましたか？
Ｓ：羽のようなものが画面の端に見えます。
Ｓ：殺されかけてる少年は、何か悪いことをしたのかなと思いました。
Ｓ：私も、光の使い方が印象的で、すごく写実的で、首を押さえられている人の顔の表情とか、
殺そうとしてるおじさんの顔のしわとか、すごく細かいなと思いました。左にいる天使みた
いな人が、普通の人間じゃなく天使だからこそ、左から光が射しているように描いているの
かなと思いました。

Ｓ：この場面と同じことを描いた違う絵を見たことがあるんですけど、この殺されかけている
少年は殺そうとしている人の息子で、詳しくはわからないんですけど、この殺そうとして
いる人が何かを認めてもらうために息子を殺さなくちゃいけなくなって、それをしようとし
たところを、その覚悟が認められて、天使が助けに来たっていう話を聞いたことがあるので、
この絵も同じかなって思いました。

Ｔ：ちょうどいいタイミングで言ってくれましたね。いろいろな解釈が出た後で。神様がイサ
クを試すんです。聖書にある有名な「イサクの犠牲」という話、場面ですね。（略）いいま
とめになったということで、次に行きましょう。

（16分20秒）

３．フリオ・カステリャノス《誘拐の天使》1943年
Ｓ：天使かどうかちょっと・・・体の色も暗い感じですし、服も人っぽいですし、天使と言う
とちょっと抵抗があるんですけど、その天使っぽい人が、女の人が寝ている間に、たぶん女
の人の子どもだと思われる赤ちゃんを連れて行こうとしている場面なんですけど、女の人が
約束をしていて、その対価に、初めて生まれた子どもをもらうみたいな、よくある話の一場
面なのかなと思いました。外の景色が砂漠っぽくて、違う世界っぽくなっていて、その女の
人も遠くを見ている感じで部屋の中とは違う世界で、朝になったらあの景色消えてるんじゃ
ないかな。

Ｓ：そこに寝ているお母さんっぽい人が服を着ていないので、貧乏なのかなと思いました。
Ｓ：ベッドに寝ている人と天使の体格を比べてみると、天使がめっちゃ大きいなと。
Ｓ：私も最初は天使みたいな人が赤ん坊を連れ去っているように見えたんですけど、女の人が
裸っていうこともあって、毛布？布団が赤色ということもあるし、奥に男の人らしき人がい
るので、情事後みたいなイメージがあるので、赤ん坊の布が、最初はベッドの横にあるゆり
かごから伸びていると思ったんですけど、不自然にベッドの下から伸びているので、へその
緒を連想させたので、受胎とか、もしくは、もしかしたら堕胎とか妊娠を暗喩してるんじゃ
ないかなと思いました。

Ｓ：左側で寝ている女性は、何か重い病気にかかっているのかなと思って、真ん中の男性はそ
の女の人をとても心配そうに見ていて、右側に立っている人はその女性を助けてくれる助け
をひたすら待っているんじゃないかな。

（挙手無し）
Ｔ：これも非常に緊迫した、とんでもないことが起こっている、そんな場面ですね。
（26分50秒）

（Vol.2, Lesson 8）
１．植田正治《少女四態》1939年
Ｔ：これは写真としての作品です。
Ｓ：４人人物がいるんですけど、みんな同じような髪型をしているので、４人とももしかした
ら同じ人なのかなと。

Ｓ：髪型とか写真の色も結構古い感じのものなので、結構昔かなと思いました。
Ｓ：一人の女性の成長の過程を表しているのかなと思いました。
Ｔ：どんな？成長の過程をもう少し詳しく。たとえば・・・
Ｓ：たとえば、ワンピースの一番歳とってそうな女の人が今のある女性の姿で、セーラー服を
着た女の人とか隅で泣いている女の人はその女性のちっちゃい時とか女子高生の時を表して
いるのかなと思いました。

Ｓ：左から２番目の女の人以外、みんな右側を向いているのに、その２番目の女の人だけ左側
を向いてるし、その人だけ色が濃く見えるのではっきり見える。

Ｓ：登場人物が４人いて、一番左の人が笑っているように見えて、一番右の人が泣いているよ
うに見えて、右から２番目の人がピクニックをしているように見えるので、もし左から２番
目の人が、表情がよくわかんないんですけど、怒ってるんだとしたら、喜怒哀楽を表してい
るんじゃないかなと思いました。

Ｔ：さっき見てもらったユージン・スミスの写真はドキュメントでしたが、これは作為的です
よね。写真には、大きく分けてその２種類がありますよね。

（33分50秒）

２．ギリシアの壺絵《戦闘の場面》紀元前460－450年頃
Ｓ：真ん中の２人が矢を撃っていて、下の２人が矢に撃たれているんで、戦いの場面のような
感じがしたんですけど、でも矢を撃っている左の人は女の人みたいなので、なんで女の人も
戦いに参加しているのかなと思いました。

Ｓ：昔の壺の柄じゃないかと思ったんですけど、ギリシア系とか。神話の話を壺の柄にしてい
るんじゃないかと思った。あの女性は勝利の女神じゃないかな。

Ｔ：そうですね。これはギリシアの壺絵です。
Ｓ：裸で男性が弓道のような弓を引いてスポーツ？をしているのかなと思ったんですけど、刺
されている人もいるので戦争かなと思いました。しかし、一番真ん中にいる男の人が頭に
葉っぱの輪っか、冠を着けているので、オリンピックで勝者に被らせる冠を思い出して、も
しかしたらギリシアの時代のスパルタ、などの時代に行われていた訓練のようなものなのか
なと思いました。

Ｔ：月桂冠のようなものを被っていますね。
Ｓ：戦いの場面だと言いましたが、真ん中の二人以外は武器らしい武器を持っていなくて、下
の方の女性も腕を射抜かれてぐったりしている感じがするので、二人が射られている４人と
は別の存在、さっき勝利の女神という話がありましたが、何か悪いことをした村か何かに神
が降りて制裁を加えている場面だとも読み取れるのではないか。一方的にやっている感じが
するので。

Ｔ：どんな話なのかは、私も知りません。
（39分58秒）

３．エドヴァルト・ムンク《生命のダンス》1900年
Ｓ：真ん中の女の人が赤い服を着ていて、白い人は全部女の人だと思うんですよ。右側の人が
黒で、左側の人が白を着ているので、３色のうちで赤が一番目立つので、真ん中の人が主役
かなと思いました。

Ｓ：周りの人は肌色で塗られているんですけど、真ん中の女の人だけ若干濃く塗られていて、

黒人のかたなのかなと思いました。
Ｓ：黒い女性の横で白い服を着た女性と踊っているおじさん、そのおじさんと踊っている人は
嫌々踊っているのかなと思いました。

Ｔ：どうして嫌々だと思ったの？
Ｓ：かなり女性がのけぞっているというか。
Ｓ：ダンスパーティーみたいな場所に見えるんですけど、それにしては右端に立っている女の
人が黒い服を着て手を組んでいるというか祈るように重ねているというのにちょっと違和感
を覚えたので、もしかしたらその女性はパーティーの参加者じゃなくて、その男の人か女の
人かの付き人みたいな人で、様子を見に付いてきたように見えました。

Ｓ：自分もダンスパーティーをしているように見えたんですけど、なんでダンスパーティーを
こんな外の海の近くでやっているのかなと思いました。

Ｓ：両サイドの女性は、真ん中の男性と踊りたくて順番を待っているのかなと思いました。
Ｓ：左端の白いドレスを着た女の人の袖の長さが、なんで左右違うのかなと、とても気になり
ました。

Ｓ：左の女性が豪華なドレスにもかかわらず誰もいなくて、右の女性はちゃんと男の人の方を
見ているんですけど、白い服の女の人はどこを見るともなくちょっと目を伏せ気味で、手
も、見えない人とダンスをしているような手つきで、黒い服の女性とはちょっと違う立場な
んだろうなと思いました。その人があとから塗ったような感じで、周りがちょっと縁取られ
て、海の色も、いたところと中央の男性のところまで、あとから塗ったような青い感じが出
ていて、最初はそこに何も無かったような感じがしました。

Ｓ：左側の白い女の人の奥のペアなんですけど、おっさんの方が脚が片っぽ無いんですよ。
（笑）見えないんだと思うんですけど、見えないとしたら、どんなダンスをしてるんだって
いう。

Ｔ：この絵の作者、ひょっとしたら、有名なあの画家かな？と誰か気がついた人？（反応無
し）ムンクですよ、『叫び』を描いた。この絵の両端の人の心情、葛藤みたいなものが込め
られているらしいですよ。みなさん、それぞれ調べてみて下さい。

（50分32秒）

【５】2010.6.30.
(Vol.2, Lesson 9)
１．アンゲリカ・カウフマン《我が子を宝として示すコルネリア》1785年頃
Ｓ：背景の山を見た時に、周りに山しかなくて、他に建物とか見当たらないので、小高い丘か
山の上に建っている神殿か何かで、この人物は、そこに参拝に来た人か、真ん中の人は神殿
に仕えている巫女か何か、神殿に仕えてる身分の人じゃないかと思いました。

（20秒間挙手無し）
Ｓ：私は、ここは神殿じゃなくて、大きな城か何かだと思って、今日の夜にパーティーか何か
あるのを、二人でどんなアクセサリーにしようかって選んでるところかなと思いました。

Ｓ：ここは公民館のような公の場じゃないかなと思いました。売店？みたいなので、宝石売り
の女の人と、買い物に来たお母さんと子どもたち、３人とも。

（挙手無し）
Ｔ：白い服の女性は、どんなことを言っているんでしょうか？吹き出しを付けるとしたら。
（37秒間挙手無し）
Ｓ：赤い服と茶色い服の、を着ている人の２種類に分けられると思うんですけど、たとえば赤
い服を着ている女の人はアクセサリーっぽいものを持っていて、ピンクの服を着た女の子
が赤い服の女の人の娘か何かだと思うんですけど、その子にアクセサリーが似合うかどうか、
その子が成人した時のアクセサリーを聞いているような場面かなと思って、左の女の子の方、
アクセサリーとか豪華なものを着けていない、貧しい、みすぼらしい、女の子を指して「彼
女にその宝石を与えなさい」とか、「彼女のようなのが理想なんだよ」とか、諭しているん
じゃないか。左の男の子は物を持っているので、右の女の人と同じような、金銭欲、飾り立
てるのに染まっている。

Ｓ：真ん中の女性が赤い女性に世間話を持ちかけて、その間にあの子どもに宝石を掠め取らせ
ようとしているのではないか。

Ｓ：人間関係についての意見が出たんですけど、自分が思った人間関係は、左の４人が同じ家
族じゃないかと思いました。その４人が、この建物のどこかに目的地があって、そこに向
かっている途中に、赤い服の女の人に呼び止められて「宝石買わんかね？」みたいなことを
聞かれて、ピンク色の幼女は幼いから宝石に興味を持って触っているんじゃないか。

Ｔ：この絵は、なんらかの具体的なストーリーがあることはわかりますね。それは自分で調べ
てみて下さい。歴史上の人物についての逸話です。

（12分03秒）

２．ウォーカー・エヴァンズ《小作人の家族、アラバマ州ヘイル郡》1936年
（挙手無し）
Ｓ：左から２番目の女の子が手をかけているベッドの柵だと思うんですけど、柵がすごく高い
ので病院のベッドみたいだなと思って、それでお母さんみたいな人が赤ちゃんを抱いている
んで、新しく誕生した家族を入れてみんなで記念写真を撮っているのかなと。

Ｓ：私も何かの記念写真だと思ったんですけど、家族で集まっての。それにしてはなんでお父
さんと息子が、下半身と上半身それぞれ素っ裸なのかなって不思議に思いました。

Ｔ：可能性としては？
Ｓ：突然撮ることになって、洗濯で全部洗ってたから。（笑）
（12秒間挙手無し）
Ｓ：右側のおばあさんだけが靴を履いているのはなぜかなと思いました。
Ｓ：僕もそこに注目して、あばあさんはちゃんとした服で靴も履いていて、おばあさんとその
他の人物が別々に暮らしてて、女の子も上だけで、下はたぶんスカートなどは何もはいて
いないと思うんですよ。ちょっとサイズが大きい服を一枚上から着ていて隠してるみたいな、
たぶん着の身着のまま起きてきて、おばあさんの家に一時的に住まわせてもらっているん
じゃないかと思いました。

（挙手無し）
Ｔ：貧しい人々。家族の肖像。この写真家は有名な人で、写真集なども出ているので、機会が
あったら図書館などで見てみて下さい。

（19分33秒）

３．クリスチャン・ボルタンスキー《聖遺物箱（プーリムの祭り）》1990年
Ｔ：これは、美術館に行ったら、壁際にこれが置いてあったとします。それを、写真を通して
今見ている。インスタレーションです。

Ｓ：人の顔がいっぱいあって、瞳が見えなくて目が真っ黒だから、不気味だなと思いました。
（40秒間挙手無し）
Ｓ：それぞれの箱のところに黒いのがあって、それが何なのかちょっと後ろからは見えないん
ですけど、顔の真ん中、鼻のところにちょうど黒いのがある子たちはピエロに見えたり、目
のところにあるのは不気味に見えたりするので、笑っているけどもう一つの表情が見えたり
するなって思いました。

Ｓ：写真の人の皮膚の色と、バックの壁の色が、同色なので、壁に直接写真が現像されている
ような感じがします。

Ｓ：ところどころに線が見えますが、それは電気が通っていると思います。黒いのが写真の真
ん中にあります。たぶん電源を入れたら変化があると思います。今の状態でも電気が通っ
ていると思います。床にも光っている部分があって、それは物体自体が光っているからです。
電気があって、この作品が成立する。

Ｓ：なんであえてコードを、普通だったらたぶんこういう作品は、コードなどは裏を通して見
えないようにすると思うんですけど、逆になんでそのコードを見せているのかなって考えた
時に、コードを取る電源って１箇所じゃないですか。だから、どんな子どもたちも元は一つ
から生まれてみんな兄弟なんだよっていうのを暗に示すために、あえてコードを見せている
のかなと考えました。

Ｓ：私は逆に、光が点っていて不気味な感じがするので、日本でも懐中電灯を下から当てたら
怖い感じになるじゃないですか、あんな感じで、私は遺影みたいなものかなって。

Ｓ：３つの作品のテーマを考えたんですが、最初の２枚を見て「家族」じゃないかなと思った
んですけど、これを見ると、家族じゃなさそうだという気になって、むしろコスモポリタン
的な、写真じゃなくて動いて見えるんじゃないかなって、今にも顔が動きそうな感じがする。
白黒写真を光で当てた感じがする。生きてる印象があると考えてもいいし、慰霊碑的な感じ
でも、どちらでも考えられると思うんです。どっちにしろ、表情が笑っている人と笑ってい
ない人がいるので、そこが統一されていないのはどうしてだろう。

Ｔ：遺影という意見が出てきたけど、これが本当に亡くなった子どもたちの写真だとしたら、
そこに明かりを点しているのは、さっきＫくんが「命」って言ってくれたけど、遺影に光を
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当ててるというところに、逆にその子たち、今は亡くなっているけど、実は一人一人が命を
持っていたんだよ、そのようにも読み取れますね。テーマは、家族・・・じゃないか。でも、
さっきの「血のつながり」っていうことと合わせると、もっと大きな意味での集団というこ
とかもしれませんね。

（53分20秒）

(Vol.2, Lesson 10)
１．アルブレヒト・デューラー《楽園追放》『小受難伝』より、1510年
（１分間挙手無し）
Ｓ：世界史などに出てくる西洋の本の挿絵に絵のタッチなどが似ていて、絵の内容なんですけ
ど、聖書のアダムとイヴの楽園追放の場面かなって思いました。

（27秒間挙手無し）
Ｓ：アダムとイヴらしき男女がいて、天使がいて、すぐそばにある木はりんごの木じゃないか
と思ったんですけど、りんごの木の右上のところに札みたいなのがかかってて、あれは作者
のサインなのか、絵の中の別の意味があるのかわかんないなと思いました。

Ｔ：これが禁断の果実、知恵の実ですよね。その木に板みたいなものがかかってますね。あそ
こに何て書いてあるかわかりますか？

Ｓ：ＩＳＩＯかＴＯか・・・
Ｔ：その下に？
Ｓ：黒い台っていうか道っていうか・・・
Ｔ：台形のような山のようなものが見えますよね。ちょうどいいところを指摘してくれたので
説明します。私もＩＳＩＯかと思ったけど、実は数字なんです。数字だとすると？

Ｓ：１５１０。
Ｔ：さっき「この作者のサインかな」と。そうなんです。1510年に描きましたよ、作りまし
たよ。これ版画です。下のあれはＡとＤが組み合わさっています。アルブレヒト・デュー
ラーって、聞いたことないですか？ルネサンス期のドイツの画家です。Ａが台形みたいに
なってて、鳥居みたいに見えるでしょ？その下にＤが入っているんですね。デューラーの作
品にはほとんどこのサインが入っていると思うんですが、今度気をつけて見ておいて下さい。

（39分40秒）

２．アルフォンス・ミュシャ《まじない》『エスタンプ・モデルヌ』より、1897-99年
（挙手無し）
Ｓ（ｔ）：下の男の人みたいな人が、お香とか焚いてお祈りしているところに、神様みたいな
人が来たのかなと思いました。

（挙手無し）
Ｔ：ｔくん、右下の人物が何をしているように見えると言ったっけ？
Ｓ（ｔ）：お祈りみたいなことを。
Ｔ：ｔくんのところから他に物が見えないかな？ここにこう・・・最前列の人、ここに線が見
えるでしょう？ｔくん、見えた？

Ｓ（ｔ）：なんとなく見えました。何か弦楽器を演奏しているような。
Ｔ：ハープの原型みたいな楽器を奏でているように見えます。手の形もそんなポーズですね。
そしてお香を焚いている。ｔくんが言ってくれたように、宗教的な儀式のような場面に見え
ますね。

Ｓ：後ろに建物の影が見えてて・・・
Ｔ：建物の影？
Ｓ：丸いドームっぽいのが見えるので、中東の方かと思って。あと、作者がたぶんアルフォン
ス・ミュシャだと思いました。

Ｔ：そうです。ミュシャです。独特な画風です。ここにサインもありますね。
Ｓ：手前の人が、楽器を弾いているにしては猫背で何かを恐れているように下を向いているの
で、後ろに立っている女の人が神々しすぎて見ちゃいけないみたいな感じなのかなと思いま
した。

Ｓ：描いてある部分が、紙の全体に描いてあるのではなくて、丸い部分に描いてあってドアっ
ぽいから、こちらからドアを通して覗いているような感じがする。

Ｓ：さっきからあの女の人は神だという意見が出ていたんですが、僕は女王みたいな、君臨し
てる人じゃないかと思って、楽器を弾いている人は奴隷っていうか仕えている人、顔を見た
ら即殺される。死刑みたいな。そんな立場の人じゃないか。香を焚いているようにも見える
んですけど、香か、もしくは麻薬的なものを焚いて悦に浸ってて、背景はたぶん女の人が見
た幻覚っていうか、そういうものなんじゃないかと思いました。後ろの向こうに見えるシル
エットが、天竺っていうか、天国っていうか、極楽っていうか、そういうのを表しているん
じゃないかと思いました。

Ｓ：今の意見を聞いて思い出したんですけど、記憶が曖昧なんですけど、海外ドラマ『ＬＯＳ
Ｔ』ってあるんですけど、その中で、麻薬かアヘンをテントの中で焚いて、その幻覚作用で
記憶を呼び覚ますとかやっていたような気がして、その時は一人でやってたんですけど、楽
器とか無かったんですけど、その類のものに近いのかな。

（49分37秒）

３．ナム＝ジュン・パイク、シャーロット・モーマン〈ナム＝ジュン・パイク、シャーロッ
ト・モーマン1964－1974〉より、1974年、ピーター・ムア撮影

Ｓ：女の人が男の人をコントラバスに見立てて弾いているんだと思います。
Ｔ：Ｍくん、「何を言やあ、えんんや？」みたいな表情ですが。（笑）
Ｓ（Ｍ）：擬人化ならぬ擬「物」化で、３枚の共通点を考えていたんですけど、あとの２枚は
「ゆめまぼろし」みたいな感じで言えるんですけど、１枚目は・・・男女かな・・・と思い
ながらも、どういう共通点を見いだせるのかなって考えていました。（笑）

Ｔ：それは僕も考えてなかったな。（笑）でも、２枚目の右下の人物はおっぱいが見えていた
ように思うから・・・

Ｓ（Ｍ）：いや、あれ、太ってただけだと思うんですけど。（笑）
Ｔ：確認してみようか。（２枚目を投影）
Ｓ（Ｍ）：おなか出てるだけじゃないですか？これ。（笑）
Ｔ：これは、たるんだおなかか？胸か？女性だとしても、二人だな。
Ｓ（Ｍ）：いや、１枚目は３人じゃないですか。
Ｔ：あ、登場人物としては１枚目は３人か。
Ｓ（Ｍ）：だから共通点がまったく見えないっていう・・・（笑）。
Ｔ：最初におもしろいことを言ってくれましたね。擬人化ならぬ擬「物」化だって。人物を物
に見立ててる。

Ｓ：なんで男性が上半身裸なのかなって思って。女性の顔がいかにも真面目そうなんで、そん
なに真剣にやることなのかなって思いました。

Ｓ：さっき、女の人がコントラバスに見立てているって言ってたんですけど、男の人の手が変
な向き、って言うか、変な状態なので、なんでだろうと思ったんですけど、その男の人が両
手で糸みたいなものをピンと張っている感じで、それがコントラバスに見立てたものの弦の
部分の役割なのかなと思いました。

Ｓ：女性の右手がすごくぶれているので、たぶん弾いている最中に写真を撮ったと思うんです
が、男性の背中痛くないかなって思いました。影がうまい具合についていて、実を言うと女
性は裸だけどドレスを着ているような感じにも見えました。

Ｓ：周りが暗いので、場所や、何が置いてあるのか気になりました。
Ｓ（ｓ）：コントラバスかな？って私も思ったんですけど、大きさ的に、どちらかと言うと
チェロかなって思って、抱えきれるので、暗くてよく見えないんですけど、男の人が脚を曲
げて踏ん張っているような、しゃがんでいるような体勢なので、大きさ的に、コントラバス
と言うよりか、どちらかと言うとチェロに見立てる方が・・・たぶんチェロだと思う。共通
点なんですけど、２枚目のアルフォンス・ミュシャは、よくポスターとかを描いたのでポス
ターとか、アダムとイヴの方は本の挿絵みたいだったから、そういう公の場に貼り出したポ
スターとか広告とかに関係している３枚じゃないかなって思いました。これも宣伝か何か。

Ｔ：ｓさん、管弦（管弦楽部）ですか？（笑）
Ｓ（ｓ）：管弦です。
Ｓ：自分も管弦楽部に所属しているんですけど、しかもジャストで、自分、チェロをやってる
んですよ。たぶん僕から見ても、これはチェロだと思います。手の持ち方もまっすぐこう
いう持ち方をするのはチェロの持ち方なので。３つの共通点ですけど、男女らしき人たちが
映っていたと思うんですけど、特に２枚目のハープを弾いている人は、自分は、男性だと
思っていました。いずれにせよ、アダムとイヴは蛇に誘惑されて禁断の果実をかじって、２
枚目は麻薬を吸ってエクスタシーに至っている、今の３枚目を見てると、どうしてもエロ
ティックな印象を持って、たぶん欲望とか、そういう理性に反するものが関係すると僕は思
います。

Ｔ：弓の持ち方も違うんですか？コントラバスとチェロでは。
Ｓ：はい、弓の形もちょっと。木の部分と毛の部分の幅が、コントラバスの方が広いと思います。
Ｔ：弓も違うんだ。へー。はい、ありがとうございました。３つの共通点。これは鋭い、おも
しろいことを言ってくれたね。さっき「なんで裸なの？」っていう話もあったし、女性のド
レスの上は肌が見えているし、男女が、楽器ごっこだけど、かなり近寄っていて絡んでいる
から、エロティックな感じがありますよね。エクスタシー、エロティシズム、理性に対する
欲望かな？この作品でここまでトークが深まったのは初めてです。

（１時間3分30秒）
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